
■ 外食や中食で使用される低価格帯の業務用米は全国的に需要が堅調に推移していますが供給量
が不足しています。業務用米は低価格で取引されるので、多収と一定の品質（農産物検査等級
２等以内）及び低コスト生産が求められています。

■ そこで、早期水稲「ほしじるし」に最適な施肥法について検討しました。
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背景・目的

窒素施用量10kg/10aで700kg以上収穫でき、緩効性肥料で省力・低コストとなる。

■ 収量は慣行で700kg/10a以上で、窒素施用量を増やしても増収効果は認められませんでした。
検査等級は4～6（2等）を確保し、食味は「コシヒカリ」並以上となりました（表１）。

■ 緩効性肥料は穂肥施用が必要なく、肥料価格が慣行より3～32％削減できることから、省力・
低コストです（表２）。

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)

留意点
■ 宮崎市佐土原町の細粒灰色低地土水田における裁植密度17.8～21.8株/㎡の試験結果です。

■ 早期水稲地帯 40ha
■ 早期水稲多収穫米「ほしじるし」安定生産マニュアル（2022年12月宮崎県総合農業試験場作
成）等を普及センターや実需者等に情報共有し、技術の普及を図ります。


